

























学位授与の日付 昭和 49 年 5 月 10 日














阪大微研病院にむいて，昭和39年 2 月より，昭和48年12月までの約10年間に mammography を施行し






断の適中率はそれぞれ， 75.6% , 65.9% , 80.5%であり，後期ではそれぞれ， 84.4% ， 88.9% , 93.3 
%であった。後期ではかなりの診断率の向上がみられている。
2. 乳癌の X線診断率と腫膚長径
長径1. Ocm以下では適中率は33.3% にすぎないが， 1.1 ~2. Ocm となると 76.5% と飛躍的に高くな
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り， 2.1 ~5. Ocmでは96.5% ， 5.1cm以上では 100%の診断率を示している。
3. 乳癌の X線診断率と stage 分類




各種特殊型11例である。これら症例の大部分を占める浸潤通常型の 3 型 (II-a-1)，髄様腺管癌
(II-a-2)，硬癌 (II-a-3)，について検討した。
X線診断適中率は II-a-1 100%, II-a-2 88. 6% , II-a-3 88. 0%である。 II-a-1 では X線学的な悪
性石灰沈着像が高頻度にみられた。 II-a-2 は限局した集塊状の腫宿を形成することが多しミ。 x線陰




5. 乳癌の X線 kの悪性徴候
後期乳癌の90例について れぞれ五つず、つの直接むよび，間接悪性徴候について検討した。直接
悪性徴候のうち，腫層内部構造の不均等性は53.3%，腫宿陰影の鋸歯状辺縁は51. 1 %，腫溜陰影境
界の不鮮明さは41. 1% 悪性石灰沈着は33.3% 悪性 halo は 31. 1% にみられた。 II-a-1 では58.8%
に悪性石灰沈着がみられた。 II-a-3 は悪{生石灰沈着以外の各徴候が， f也に比べて高頻度に出現して
いる口 II-a-2 は各徴候とも出現頻度がやや低し )0 ・方間接悪性徴候の乳頭陥凹， trabecula の乱れ，
皮膚肥厚，血管陰影増強，腕嵩リンパ節陰影の五つのうち， II-a-1 では乳頭陥凹が64.7% にみられ
た。 II-a-2 では血管陰影の増強が62.9%にみられる。
6. 誤診例の分析
II-a-2 で35 f列中4 例の false negative があったコ II-a-3 では 25例中 3例の false hegative があったが，
これらは腫信長径がそれぞれ 0.5cm ， 1.0cm , 1.2cm と小さい癌であった。良性疾患を癌と読みすぎ
た42例のうち 22例 (52.4%) は腫宿陰影境界の不鮮明さを， 18例 (42.9%) は腫宿内部構造の不均等
性をとり上げ詳持参に至ったものである。
7. 良性疾患の X線診断適中率




1.後期の乳癌 X線診断適中率は88.9% と前期より 20%以上向 k している。
2. 乳癌にむける X線診断適中率は触診腫宿長径が 1.Ocm以下の場合に低い。 2.1cm以上ではかなり良
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好である。また stage の進行と共に適中率は高くなっている。
3. X線学的所見と組織学的所見の聞に関連性がみられ，乳頭腺管癌では悪性石灰沈着が多く 58.8% ，








4. 腫宿長径が1. Ocm以下の微小乳癌の診断は悪性徴候に乏しく困難であり より精度の高い像の得
られる技術開発が必要であろう。また pneumomammography ， ductgraphy 等も精査の手段として有用
である。
5. 誤診例の中で髄様腺管癌で 4例の false negative があったが，これは悪性徴候がそれぞれ他の組
織型よりも出現頻度が低い為であり注意を要する。硬癌で 3例の false negative があったが， それ
ぞれ長径がO. 5cm , 1. Ocm と 1.2cmの腫宿で、特徴がつかめなかったと考えられる。






著者は阪大微研病院外科で手術を行い，組織学的診断の確定した Primary Case の乳癌 90例につい
て， X線学的所見と病理来H織学的所見を対比し，その相関性を検討した。
その結果，浸潤通常型 3型，すなわち，乳頭腺管癌，髄様腺管癌，硬癌にそれぞれ，ある程度特徴
的な X線像上の悪性徴候がみられることを明らかにした。すなわち，乳頭腺管癌では，悪性石灰沈着，
鋸歯状辺縁，乳頭陥凹の徴候が高頻にみられ，髄様腺管癌では血管陰影増強の出現が高頻度であった
が，他の悪性徴候の出現度は低かった。硬癌では各徴候とも高率に出現した。
更に切断乳房の連続大切片 X線像を用いて，その組織学所見と対比しながら，上記の知見を再吟味
し，それの確実性をのべている。
本論文の成績は今後の乳房 X線像の読影に際し，診断率を向上せしめるとともに，この分野の研究
に重要な参考文献となりうると思う。
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